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ߴ・大容ྔデーλ௨৴を実現する次世代Ϟバイル௨৴γスςϜ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ϫイϠϨス通信ʗϞόイϧ通信システムに用いられる技術（Ξンテφ、デジタϧม෮ௐ、マϧチϢーβ多ݩଓ）に関する基礎知
識を有していることにՃ͑て、ࢉܭ機による実験データॲ理・シミϡϨーションのためのプロάラミンά能力を有していることが望ま
しい（プロάラミンάޠݴは問いません）。

研究室の指導方針
けた研究Ϟόイϧ通信システムを対に、ミリଳ電ൖの解໌や高度.I.Oૹの性能評価を通して新技術֬立にੈ࣍　
スΩϧをཆうとともに、研究成Ռを国ࡍ会議や研究会へੵۃ的に֎෦発දする活動を通してプϨθンテーション能力、ߘݪ・論จ࡞
成能力をཆいます。さらに、関連する֤種実験・トライΞϧの実ફ的な取り組みについても経験ग़来るようにします。

この研究で身につく能力
　高प技術・ϫイϠϨス通信技術分野におけるઐ門的知識や実験スΩϧをम得しつつ、最新のϞόイϧ通信システムに対する理解が
深められることで、就職後に即戦力となる当該分野における研究開発力、将来のϞόイϧ通信サーϏス・ϏジωスϞデϧに対する提案
力を身にけることがՄ能です。

修了生の活躍の場
　電機メーカー、電ؾ通信事業者（携ଳ電会社ଞ）をはじめとして、ੈ࣍Ϟόイϧ通信サーϏスを事業に活用しようと͑ߟている様々
な業ք（์ૹ、自動車、మಓ、ޫ؍など）への就職がఆされます。

研究内容
ɺ全ͯͷʮͷʯ͕ແઢͰͭͳ͕Γɺଟछଟ༷ͳΞϓϦέʔγϣϯɾαʔϏεΛαϙʔτՄͳɺ͠ࢦΛݱɺ2020Ҏ߱ͷ実ࡏݱ　
次ੈҠಈ௨৴γεςϜʠ̜̑ʡͷݕ౼͕ਫ਼ྗతʹਐΊΒΕ͍ͯ· ɻ̜̑͢ʹ͓͍ͯɺप利༻ޮͷ্ɺपଳͷ֦ுɺωο
τϫʔΫͷ高ີԽΛ͞ΒʹਐΊ·͕͢ɺͦͷ֩ͱͳΔٕज़ͷͻͱͭʹϛϦ（प30()[Ҏ্）ͷ利༻ٕज़͕͋Γ· ɻ͢
　本ࣨڀݚͰɺϛϦͷిൖಛੑΛ実ڥʹ͓͚ΔଌఆͱػࢉܭγϛϡϨʔγϣϯ
ΑΓղ明͢Δͱͱʹɺͦ ͷ݁ՌΛجʹ高ɾ大༰ྔσʔλૹΛ実͢ݱΔ高.*.0
ૹٕज़ͷੑΛධՁ出དྷΔΑ͏ʹ͠· ɻ͢ 

˔ϛϦൖಛੑͷղ明ͱ.BTTiWF�.*.0ٕज़ͷධՁ
.BTTiWF�.*.0ٕज़ଟͷΞϯςφૉ子Λ༻͍Δ͜ͱͰ高ɾ大༰ྔσʔλૹ
ΛਤΔͷͰ ɻ͢͜ͷٕज़Ξϯςφͷઃஔεϖʔε͕大͖ͳ՝Ͱ͕ͨ͠ɺͷ͍
ϛϦΛલఏͱ͢Δ͜ͱͰ実༻Խ͕ݱ実తͳͷͱͳͬͯ ͖·ͨ͠ɻྫ͑ɺಉ͡໘ੵͰ
͋ΕɺपΛ̏()[͔Β30()[ʹ͢Δ͜ͱͰઃஔՄͳΞϯςφૉ子100ഒʹͳ
Γ· ɻ͢一ํɺڑʹର͢Δݮਰ͕大͖ͳϛϦʹͱͬͯ ɺΞϯςφ利ಘ͕大෯ʹ্
͢Δ.BTTiWF�.*.0ٕज़ద͍ͯ͠Δͱ͑ݴ· ɻ͢͜ͷΑ͏ʹ.BTTiWF�.*.0ٕज़ϛ
Ϧͱ和ੑ͕高͍ͷͰ͕͢ɺ実ࡍͷڥͰͲΕ Β͍͘ͷύϑΥʔϚϯε͕ಘΒΕΔ͔
ϛϦͷൖ͢ΔৼΔ͍ʹ大͖͘ࠨӈ͞Ε· ɻ͢͜͜ͰɺϛϦͷൖಛੑɺಛʹ
ൖܦ࿏ͷۭؒΛଌఆͱػࢉܭγϛϡϨʔγϣϯΛͯ͠ۦ明Β͔ʹ͢ΔڀݚΛ行͍·

ɻ͢·ͨɺͦͷ݁ՌΛجʹ.BTTiWF�.*.0ٕज़ͷύϑΥʔϚϯεධՁ行͍· ɻ͢

˔ϛϦൖγϛϡϨʔγϣϯٕज़
̎()[ҎԼͷൖγϛϡϨʔγϣϯʹ一ൠతʹزԿޫֶۙͮ͘جʹࣅϨΠτϨʔγϯά
๏͕༻͍ΒΕ· ɻ͔͢͠͠ɺϛϦͰମද໘ͷԜತʹ起Ҽ͢Δ֦ࢄࢄཚ͕大͖͘
ͳΔ͜ͱ͔Βɺڸ໘ྀࣹ͔͠ߟͰ͖ͳ͍ϨΠτϨʔγϯά๏ͰेͳγϛϡϨʔ
γϣϯਫ਼͕ಘΒΕͳ͘ͳΓ· ɻ͢一ํͰɺ֦ ཚΛѻ͑ΔγϛϡϨʔγϣϯ๏Ͱ͋ͬࢄࢄ
ͯɺࢉܭʹ͔͔ΔΑ͏Ͱݱ実తͰ͋Γ·ͤΜɻ·ͨɺද໘ԜತͷใΛͭ࣋高
ਫ਼ࡉͳߏσʔλΛͲͷΑ͏ʹऔಘ͢Δ͔ղͰ ɻ͢͜͜ͰɺޮతͰ͔ͭ高ਫ਼
ͳϛϦൖγϛϡϨʔγϣϯͷख๏Λͯ͠ڀݚ ͍͖· ɻ͢

研究設備
　電ൖの基本研究に必要なࢉܭ機、ଌఆ機ث（ϕクトϧチϟωϧサウ
ンμ˞、電քڧ度3、ܭ'ૹड信機、֤種Ξンテφଞ）およͼ電҉室（電
ແڹ室）などがར用できます。
˞ϕクトϧチϟωϧサウンμ：ड信ہに౸来する電をԆؒ࣌と౸来֯
度で分ड信することのできるଌఆثで、最先のൖ研究をするには必
ਢのΞイテムです。本研究室では、�()[ ʙ ��()[までのϕクトϧチϟω
ϧサウンμをར用することができます。ಛに、��()[ଳのサウンμは電
をՄ視化するιフトを有していることから、目に見͑ない電がどのような
場所から౸来してくるのかをリΞϧタイムで֬ೝすることができます。

次世代Ϟバイル௨৴研究室
（ձࣾ/55υίϞࣜג）

　˞બできる教ҭプロάラムについては、ೖ学後、୲当教員に֬ೝしてください。
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